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5．まとめ

粘性を変化させる分散媒の選定を通して、
ブラウン運動の挙動の変化を観察するため
の分散媒として利用できることが示された

課題
・作成したプレパラートからの水分の蒸発
→適切な湿度環境を整える
・コロイド粒子の上下運動によるピントのずれ
→プレパラートの観察部の厚みを薄くする

今後の展望
・挙動を様々な形に分類し、定量的な観察か
ら、ブラウン運動と粘性の関係を解明してい
く

3．方法

・選定条件を満たす分散媒を挙げ、TVC10型粘度計を用いて分
散媒の濃度と粘性の関係を調査
・粒子は墨汁とし、
顕微鏡を通してブ
ラウン運動を観察

2．目的

・粘性を変化させる分
散媒の選定
・ブラウン運動の挙動
に変化があるか確認

1．はじめに

ブラウン運動・・・微粒子が、周囲の分子に衝突されて不規則に運動する現象

粒子のブラウン運動と分散媒の粘性との関係の研究はあまり見受けられない¹⁾²⁾

分散媒の粘性の変化に伴い、粒子のブラウン運動の挙動はどのように変化するのか？

4．結果と考察

・ポリビニルアルコール分散媒、グリセリン
分散媒の濃度と粘性の関係を調査（下図）

 
ポリビニルアルコールが適すると判断

粘性の変化による粒子の挙動変化を観察

TVC10型粘度計
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